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1) /J林昇. ~経済学の形成J]， 1961年，第1・2章(小林昇経済学史著作集第I巻『圏富論』研究(1)，
1976年に再提〉。その他同著乍集m.N巻， イギリス重商主轟訴究(1)(2). 1976， 77年，草V巻，
J ステュア ト研究， 1977年.11<.び第E巻『園富論』研究(21，凹76年に集成された諸論文の各

























は， にもかかわらずヒュームの経済論説を収めた著作が『政治論集~ Political 














カエズムをめく?って 」盟関芋論究， 25-4， 1972年1月。
3) 山崎惜「書評，デイヴイりド・ヒュ ム著田中敏弘訳『経済論集~J 経済学論究， 22-3， 1968 
年10月ョ同「研究動向，ヒュ ム研究 その社会科学像をめぐって一一J季刊社会思想 2-2，
1972'竿。
4) 内田義彦氏は『経済学り生誕~ (1953年，増補版1962年〉で， スミスのE義論をヒュ ムの法
理論一一正蓋の担姐を士偉に討すZ劫用にも kめるーーに執要に反対したものとみて，その理由
色ヒュ ム的な全体の効用を強調する法理論こそ，旧帝国主義=重商主義政策体系の基礎づけ











































ある。なお川島信義『ステュア ト研究1 (1972年， 169ベーン)は p...p視点への事荷をヒュ
ムにみているが，そう言いきるにはヒー 人申理論は再生産論として素朴にすぎる(そもそも
資本概念がない)という限定が必要であろう。



















「技芸と科学の興隆と進歩についてJ13l で繰り返しヒ z ームが主張しているの
は，野蛮な君主政における従属的為政者の絶対支配=圧政が文明の発展を抑圧
日J とはいってもこりことはもちそうん『政治論集』の諸経済論説が，ウォ ν人 J オズワルト，
モソテスキュ ， J タッヵ 等との交流によってその内容を固めていったことを否定するもり
ではないe また苦きヒー ムーに与えたハチスソの大きな監響は周知の通りである o Cf. Norrnan 
Kemp Smith， The philoso.ρhy of David Hume， 1941. Pt. 1， Ch. II 
10) Hume， Of the -Rise and Progress of Arts and Sciences (1742)， in The Philoso.ρ，hical 
Works of Da7)id Hume. Vol. III， (1875) Reprint 1912， pp. 174-197 
11) lbid.， p. 181 
12) Ibid.， p. 176. 
13) この論説については詳し〈は， 拙稿「ヒュ ム由学問技芸論」経済論叢第123巻第1・2号
に発表予定，を書照されたいa
























14) HUIDf". Of Civil 1品erty(1741.原頭は Of Liberty and Despotism)， in 0.ρ ロt.，p. 161 
15) 重商主義批判が政治学からはでてこないこ Eは重要であろう.
16) luid.， pp. 162-3 
17) lhid.， p. 160. 


























20) Hume. Of the Balance of Power (1752). in o.少 αt.，p. 353小松訳『市民の国について』
(上】岩波士庫 25-26ベー ジー 訳立は手を加えた(以下，断らない〕。
21) 以下での18世紀ヨ ロツパ国際政治の展開については，成瀬治「十八世犯の国際政治」世界歴
史〈岩被〕第17者， 1町C年，所収を参考にした。





















22) Hume，仁fthe Balance of Power， in 0ρcit.， pp. 353-4. tj世上訳26-28ベ ジ。
23) Ibid.， p. 354小松訳. 26-27へ と人
24) ましてイギリスのフランスとの同盟はヒュー ムの響認するところではなく，チャー ノレズ2世の
ルイ14世への襲i正策はヨ ロヅパのバランスを危険に陥らせたと Lて，ヒエL ムはチャ ルズを
激L(断罪した。この点については CoryVenning， Hume on Property， co四 merce，and 
Empire in the Good Society-J. H.工37-1，1976， p. 90 を車問
25) Hume， Of thεBalance of Power， o.ρct"t.，p. :35δ4咋備で28-29ベヅ， Of Public Credit， 
日 Rutwein eu. W出 ingson &onomics， 1955， p.106田中敏弘訳『桂持論集Jl，1967年，154




















業活動 (Artsand lndustry)の発展を原理=価値理念と Lて市民社会を展望
するという枠組において成立する。もちろんこの三本の柱は関連しあっている








ヒ昌一一ム経済理論¢特質と意義 (159) 39 
を目的にし，全体としては経済発展の原理を Artsand Industryの増大に求























28) 01じomm町 ce，p. 5. (11へー ジ一一一訳文には手金加えた。以下ことわbなし'0)
29) Ibid.ョ p.6. (11ベジ〉
30) Ibid.， p. 8. (15ペー ジ)
31) Ibid.， p， 10. (17へー ジ)


















精細な晴好 (delicacy) と勤勉 (industry)を眼ぎめさせ， 圏内のトレードと
外国貿易の全部門における改善をもたらすm。 したがって農工分業の深化・拡
32) lbid.， p.10. (17へー ジ〉
33) Qf Refinement in the Arts (原題は OfL心xury)，p. 21. (31ベジ〕
34) ヒュ ム経詰理論の基礎にある人間性論(経済心理学〕については Rotwein.In仕oductionto 
his. ed.， 0.ρ cit.， chap I，即口iHiii大野精三郎「歴史家ヒエL ムとその社会哲学.!l1977年，
簡 2章を参照されたいー なお， ヒュー ム桂済理論の基底にある心理学的規定をめぐって最近論争
が有なわれた。 Ly叩， R.， Notes on Hmne's Philosophy of Political Economy，よ E王 1
31-3，1970. Hundert， E. ].， The Ad1ievemenL M叫iv~ in Hume也poli'ticalE∞rromy，よ正f.
1. -35-L 1974. Lofthouse， 5.， David Hume and achievement motivation， R叩口tatnte1na-
tionale.， 23-4， 1976 
35) Of Commerce， p.1. (18-19ベ-:;;)
36) lbid.， p. 13. (22へー テ〕
37) lbid.， p. 14. (22-23ペー ジ〕





















merce， p. 15. (24ページ) I著静が商業と工業 (Commerceand industry)を養うとよろでは，
農民は土地の適切な耕作によって，富裕となり主主立する。 他方商工業者 (tradesmen四 dmer-
chants)は財産の分け前を獲得L-.公共の自由の最土の最も強固な基礎である中流階級白人びと
に権威と尊重をもたらす。JOf Refinement in the Art， op. cit.， p. 28. (41へ ジ)， Cf 小林
昇『経済学の形即時代， 38ぺ-，，/ 但し， ヒュ ムにおいては他方で耳患は idlepoorを残存
させているものであった ζの点はのちにふれる。





軒語論説について報告した (Rae，J _， Lij忌ofAdam Smit.九日出"p. 95.大内兵衛・節子訳
























42) 外匝で"'''ュー ム経済理論の研究ば，貨幣 外国貿易論を中心に行なわれてきた，主なものに
J ohnsoo， E. A. J. Pred.町田町内 ofAdarn品目th，1937， (Repr-Int 1965， New York) Ch 
IX. Rotwein， op. cit.， Inh-oduct山 1，195G 工.ow，]. M.， ful Eight~ 巳工üh Ct:ntury Contru. 
versy in the Theory of EcononllC Pr:ogress. The Manchester School of &onomic and 
Social Studies， ~:J.-3， 1記52.Vickers， D.， Method and Analysis in David Hume's Econornic 
Essays， EconOJ可ca，Vol. XXIV (No. 95)， 1957. Taylor. W. L.，丹'GncisHutchιon and 
Da日 dlEume as P:河北cessorsof Adam Smith， 1965 
43) of M拍 e出 p.3正 (48ベータ〉
ヒュー ム経済理論の特質と意義 (163) 43 
国貿易に適用して，いわゆる地金の自動調節作用論を導き，これによって重商
主義の格率である貿易差額説の無効を結論し，自由貿易を主張する。




















44) 例えば l人びとと商品とがあらゆる社会の具の力であるJOf Money， p. 45. (65ベー ジ)r世
界のあらゆる物は朔働によって購買される。Jr公共の穀物倉庫，毛織物倉鼠 兵器庫， これら
すべてがいかなる国家においても真実の冨であり力だと認められなければならない.JOf Com-
merce， p. 1. 12. 08. 20ベジ〕
45) Of the Balance of Trade， p. 63. (90ペー ジ)
16) Cf. p. 16 (24-5へージ)， pp. 34-35 (50-51ベージ)， pp. 65-66 (94ぺーの




























49) Of the Balance of Trarl~， p. 7月(10"9ベジ〕
50) Of Money， pp. 37-8. (54へー ク〉
51) Ibid.. p. 38. (55ベジ〉


























52) これは三つの理論を Artsand Industry論に還元して統 したということであって理論その
ものの統ー ではない.























持させる。JOftheB乱lanceof Trade， p.76. (110へ ジ〕これは保護関税へりヒュ ムの唯
の譲歩である。 Cf.~かd.， footnote by Rotwein尚，ヒュ ムの南方直民地観は未だ明らか
にされていないが，アメリカ植民地観自転回について興味深レ追究をした論文が最近出された。
We:rner. J. M.， D:wirl Hll刊 p Alnd Aml'ric8. J. H. I. 33-3， 1972 
54) この点はのちに品れるa
55) 小林昇民の「経済学の静成時代』をはじめとする一連の論摘を参照されたい。




















56) Of the Balance of Trade， IJ. 77. (l 12-~戸ジ)
57) この諸原因白檀合→事物の自然のなりゆきという考え方はヒェ ムの語論説のいたるところに
みられる@例えば OfNational Character (1748)， Of the Rise and Pr暗記四 ufArts and 
Sciences (1742)， in Philosophical Works. Vol. III.また政策の影響力については， 例えば
「法樟や各々 の統治形態がもっカはきわめて大きく，かっそれらは人びとの気質や性質からほと
んど独立しているために，数学的科学が私たちに可能にしている白と同じほど一般的で確実な帰
結をしばしばそれらからひきだすことができる。JThat Politics may be reduced to a Science 





























¥、るところであった。(Qfthe Rise and Progress of the Arts and Sciences， PhiZosoρhicaZ 
耳石orks，Vol. III， pp. 181-2.)テイラー は， 1750年11月 1日付ジェイムズ オズワルト宛手紙を
典拠に， ヒュー ムは1749年には自然的自由。体系を支持していたとしている。 TayJor，W. L.，
oρ cit.， p. 37 
59) Of the Jeal加 Syof Trade， pp. 79別 (115-6へー ジ〉
前) Cf. Of the Balance of Trade， p.65， (91へ ジ〉り合邦D経済的野響への言及。










わが国内商業自体が競争心，範~J. および教わる ζ とがないため衰徴するであ
ろう。そして私たち自身もやがて，私たちが近隣の諸国民を陥落させた惨めな
状態に落込むであろう。したがって私はあえて，一人の人間としてばかりでな












61) Of the Jealousy of Trade， pp. 81-2. (118-9へク〉
62) Of Commerce， pp. 14-15. (2::Jへージ〉























63) ヒュー ムがクャコバイトを徹底して指弾した (Cf.Philos.噌 hicalWorks， Vol. III， p. 143.) 
ことからも，推定できる。なおこのことはヒュ ムがウォルポー ルの政策を支持したことを意味
しない。 w道徳政世論集』第2部(1742年〉に収められ，後に削除された論説「ロパー ト・ウ
オノレポ ル卿o性格について」でヒュー ムはその退陣を要求したのであったo rかれの時代の聞
に商業は繁栄し 自由ほ賓退L，そして学問は破視した>fl、は人間としてはかれを愛し，学者と
してはカれを憎み， プリトン人としてはひそかにかれ白転落を願う。Jとヒム ムは言っている
(Plu"ゐ，opおcalW白ks，Vol. IV， p 目的。この論説は灯評を博し， 多〈の新聞，有力月刊/
























、誌に転載されたとU寸。 Mossner，The Life of Da明 dHumι1954，p. 142 
臼〕 ウ北ルボーノレ内閣1721-42年，ベヲム内見引3ー S4午ュ カッスル内除1'154一団年をへてピッ
トの時代となる。
65) 大野靖三郎，前掲書114-6べー ジを参照されたい。











余裕がないが租税につい ζ」におい℃ヒ z ムは租税原則と Lて，インダ
メトリを損うことの最も少なし、「著修的消費に課される税」主文持L-.それが













67) Of Civil Liberty， Philosophica1 Works， Vol. III， pp. 162-3 
68) Of Taxes} p. 85. 83. (124， 121ベージ) ヒェ ム租税浬論り詳細は，山崎恰「租税思想にお
けるデイヴィッド・ヒューム」香川史学経済学部研究年報1.1961年ー田中融弘，前掲書を毒照
されたい。
69) Of T出 .es，p. 83， f()(コtnote.(123-4へゾ〉























70) Of Tax四 J p. 83， foot国 'te.(123-4へ-:;.)
71) Of Public Credit， p.90. (133ベジ)
72) Of Cornmerce， p. 12. (20へージ)
73) Of Puhlic Cre.-lit. p. 100. (14sベーヴ〕
74) Ibiム p.90. (131ベジ〕
75) 1.弘ιp.91， (132ペク〉
76) ヒュ←ムの公債論についての詳細は田中敏弘前掲書，第5章を参照されたい。

























78) Ibid.， pp. 105-6. (154へジ〕
79) Of the Balancεof Power， Philosophiιl Works. Vol. II.四.355-6. rJ払訳， 28-29ペジ，
80) Of Public Credit， p. 101. (147ヘジ〕
81) こうして減債基金論を構成することがなかったヒュー ムはその Artsand Industrv詰を不安
定なまま放置したということができょう.それほど末期重商主義の国家財政は危機的状況にあっ
七というべきであろうか。
